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はじめに

　私たちの住んでいる北アルプス乗鞍地域は、中

部山岳国立公園の最南端に位置する場所にあり、

乗鞍岳（3026m）の近くまで自動車道が整備され、

山麓にはさわやかな高原、美しい渓谷、湯量豊富

な温泉が随所にある山岳リゾート地帯です。昭和

36 年には国民休暇村が建設され、その後乗鞍岳

へ通ずる自動車道が整備され、ツーリストの多く

に親しまれるエリアになりました。平成 15 年よ

り乗鞍岳に通じる自動車道がマイカー規制とな

り、また、スキー人口の減少等もあり乗鞍地域に

訪れるツーリストが極端に少なくなっています。

しかし、乗鞍地域においては、訪れるツーリスト

のリピーター率の割合が比較的高く、一定のツー

リストには人気のあるエリアではないかと思われ

ます。その中でも標高 1500m の草原から 3000m

の乗鞍岳が眺望できる一の瀬牧場は、もっともリ

ラックスできるスポットのひとつであると思われ

ます。

　この一の瀬牧場は明治 45 年に開牧された牧場

で、地元住民の共有地（大野川区）（一部私有地

もあり）であり、地元住民がずっと管理をしてき

ました。昭和 9 年に中部山岳国立公園に指定され

た当時も、草原景観のすばらしい景勝地でありま

した。当時は、地元住民が農林業・畜産業・わら

び粉の採取・炭焼き・燃料に使用する立木の伐採・

そば畑等に入れる草木肥料の採取・山菜及びきの

こ等の採取などによって地元住民の生活全般に利

用され大野川区の管理の下に草原景観が維持され

てきました。しかし、1950 年～ 60 年にかけて日

本全国でおきた燃料革命によって、木炭や薪の家

庭用燃料がプロパンガス・灯油に代わり使用され

ることによって共有地から薪等を伐採しなくな

り、また、農林業から観光業へ転向する地元住民

が増えて牛を放牧する人が少なくなりました。昭

和の最盛期の牛の放牧頭数は、200 頭を越えたと

いわれています。ここ 5 年間の放牧頭数は別記の

とおりです。牧場に放牧する牛の数が減ったこと、

また地元住民が畑に入れる草木飼料を使用するこ

とが少なくなり、草刈場として利用することがな

くなった等の事情が重なって、牧場は昔ほど手入

れがされなくなり、現在では、一部を除いてかん

木や萌芽の成長によって藪または林の状態になっ

ています。このように林や藪の状態になると従来

草原にあった笹ユリやツマトリソウ等の山野草が

陰をひそめてしまい、本来の魅力を失ってしまい

ます。また、牛が食さないレンゲツツジ郡がとて

も美しく咲いた場所がススキ等の繁殖が著しく、

レンゲツツジの成長を妨げています。

　ＮＰＯ法人　北アルプスネイチャートラスト

は、乗鞍地域及び国立公園を利用するツーリスト

に開放感のあるさわやかな自然景観を維持保全す

ることによって、ゆったりそしてのんびりできる

空間を提供するために活動しています。そして、こ

の活動により継続的なツーリストを確保すること

によって地域の活性化ができると思っています。

・一の瀬牧場の放牧頭数（過去 5 年間）
年度 牛頭数 馬頭数 合計頭数 備　考

平成14年 30 7 37
平成15年 20 3 23
平成16年 25 9 34
平成17年 30 7 37
平成18年 11 9 20
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活動概要

　ＮＰＯ法人　北アルプスネイチャートラスト

は、平成 15 年 4 月にＮＰＯ法人として認証を受

けましたが、以前から、個人やグループで山野草

の保護育成や登山道整備等の自然環境保全活動を

してきた地元住民が、個人でおこなう活動には限

界あることを感じ仲間を募って立ち上げた団体で

す。自然保護の観点から、乗鞍岳に通じる岐阜県

の乗鞍スカイラインや長野県のエコーラインのマ

イカー規制が平成 15 年 7 月から実施されました。

自動車で標高 2700m までのドライブなどを楽し

むツーリストは当然少なくなりましたが、乗鞍岳

登山や、滝めぐり、自然探索などをツーリストに

楽しんでいただけるように、環境保全型リゾート

の整備をするため活動しています。私どもの整備

している一の瀬園地（牧場）は大野川区という地

元の集団の共有地であります。しかし、地元の住

民が宿泊施設など観光業に携わっているため、大

野川区の管理が昔ほどに強制する力がなくなり土

地の管理が思うようにいっていません。そこで、

当法人が少しでも藪などを除去し、草原景観保全

に資することができればと考えています。この一

の瀬牧場は、約 250ha の広さがあり、毎年雑草

や萌芽が成長するためボランティアだけでは一挙

に藪の刈り払いをすることは不可能です。とりあ

えず、公園自動車道・遊歩道・サイクリング道路

等の両側を優先的に整備し、一の瀬川などのせせ

らぎ・大小の池・湿原等の周辺の刈り払いを進め

てゆきたいと考えています。また、乗鞍を訪れる

ツーリストや松本市のボランティアに呼びかけ

て、刈り払いをした草木の後かたづけなどを一緒

に活動していただけるようにしていきたいと考え

ています。

　また、一の瀬牧場周辺の遊歩道やサイクリング

道路などにある昔に整備された道標が、朽ちて倒

れたり、字が判別できなくなったりしてお客様か

らの苦情があります。そこで、道標が倒れている

ものや朽ちているものは撤去し、設置者の許可を

得て修復・立替をおこないました。

　今回、景観整備及び道標の整備をした場所は、

次ページの地図のとおりです。

活動内容

①　一の瀬景観保全事業（18 年度）

　広大な牧場であるので、どこから手をつけたら

よいか思案をしましたが、とりあえずツーリスト

の比較的多い公園道路沿いとサイクリング道路及

び渓流つりのできる一の瀬川沿いを選びました。

長年放置されている場所は、白樺やミズナラの萌

芽（地元では杖（づえ）と呼んでいます）及び灌

木が人の背丈以上になり、またひどい所では小潅

木が密生し藪状態となっていて林床に光があたら

ない状態になっていました。この草木や萌芽を刈

り取るには馬力のない草刈り機では作業ができ

ず、今回、いただいて補助金で購入した専門の草

刈り機を使用しました。この草刈機は非常に馬力

があって大変重宝しました。また、遊歩道やサイ

クリング道路の脇などに強風によって途中から折

れた立木や、立ち枯れの木などがありツーリスト

にとって危険なため、チェーンソーにて伐採をし

ました。

　7 月 2 日には“まいめ池” 周辺を大野川区と協

力し松本環境事務所の許可を得て立木の伐採を行

ないました。この場所も昔は一面草原で牛が牧草

を食む姿が見られたところでした。

　10 月 29 日には松本の信州大学の学生にボラン

ティアとして協力していただき、一の瀬牧場の歴

史や環境保全のあり方などを話し合いながら、公

園道路沿いの刈り払いをした草木の後かたずけを

していただきました。

　活動実績及び活動写真は後記のとおりです。

②　遊歩道等の道標整備事業（18 年度）

　一の瀬園地の道標及び案内板については、一の

瀬園地の遊歩道“白樺の小径”・“口笛の小径”・“小

一の瀬園地（牧場）景観保全事業及び道標整備活動成果報告書



99

リスの径”及びサイクリング道路沿いの道標及び

案内板の現状の調査を行ないました。その結果、

大小の道標や案内板が倒れたり、朽ちて変形した

り、字が読めない物等がありました。環境省や県

で設置した大きなものは直ちに補修できないた

め、比較的小さい道標等を 4 ヶ所について、設置

者の許可を得て立て替えることにしました。

立替え箇所は、以下のとおりです。

　1． 7 月の豪雨被害により案内板が流出した“あ

ざみ池”の案内板 

　2． 割れてしまっていた一の瀬つつじ園の案内板

　3． “白樺の小径”のネイチャープラザ上のあず

まや脇の道標

　4． “白樺の小径”のネイチャープラザから鈴蘭

に向かう途中の道標

　活動及び道標設置作業写真は後記のとおりです。

活動の成果

　一の瀬園地（牧場）は広大で、今回整備場所の

面積は狭い範囲ではありますが、遊歩道やサイク

リング道路を利用したツーリスト、渓流つりを楽

しんだ方などには、広々とした開放感のある乗鞍

岳（3026m）を展望できる空間を提供することで

きました。

　9 月の澄み渡った秋の空の下、草原景観に整備

された、“まいめ池”のほとりで音楽会を開催し、

お客様にはアルプホルンの演奏やヨーデルの歌声

を楽しんでいただくことができました。この一の

瀬園地というすばらしい山岳景観をもつ場所には

ピッタリくる音楽会であったと地元の人も喜んで

いました。

　また、今年は日本各地でツキノワグマによる人

的被害が話題になりましたが、この乗鞍高原でも

例外ではなく養蜂家などは相当な被害を受け、ツ

キノワグマと遭遇したなどの事例は多数ありまし

た。ツキノワグマやニホンザル等の動物達によっ

て、地元住民やツーリストに危害を加えられたり

すると、観光地としてのイメージにも瑕をつける

ことになります。

　動物達と共存していくことは大事なことと考え

ていますが、それには人間との住み分けをはっき

りすること、また 100 メートルぐらいの距離でお

互いを認識できる状況にあることなどを考慮する

と、一の瀬園内においても藪やススキ等の刈り払

いをし、開放感をもたせることによって動物によ

る人的被害を防止することにもつながったと考え

ています。

おわりに

　ＮＰＯ法人を立ち上げて 19 年 3 月でまる 4 年

が経過します。4月からは5年目にはいりますが、

よく消滅せずもったなというのが実感です。地元

住民の方には “ＮＰＯ”って何 ?　私たちの理念

や行動が十分理解されず、会員も 20 名そこそこ

で推移し、資金も会費だけで脆弱なものでした。

　タカラハーモニストファンドから補助をいただ

いたことによって、専門の機械を購入することが

でき、作業効率も上がり、活動範囲も広げること

ができました。ここに助成いただいたタカラハー

モニストファンドはじめボランティアにご協力い

ただいた方々に厚く御礼申し上げます。

　活動が盛んになり、地元の皆さんの目に止まる

ことによって、少しずつ活動が理解され、会員に

なっていただける方も増えてまいりました。広大

な土地の草原景観保全は気の遠くなる活動です

が、“地元のことは地元が頑張る”をモットーに

地道に活動してきた私どもにとって、大変励みに

なる補助でありました。これからも“継続は力な

り”を信念に活動を進めてまいります。
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